
整理番号 1177     周西金石文 データシート 

シート番号 6102-02 名 称 定燈明台 

分 類 社寺奉賽物 場 所 人見 古峯神社 

小 分 類 社寺奉賽物 メッシュ番号 1815 

年 号 和暦：大正 9年 8月   西暦：1920 年 

形 状 角柱型 

サ イ ズ 高：48ｃｍ 横：22ｃｍ 奥行： 24ｃｍ 

画 像 番 号  6102-02-01（表） 画 像 番 号  6102-02-02（右側面） 

  

画 像 番 号  6102-02-03（左側面） 

 

コメント；大正 12 年、関東大震災で倒壊した灯籠の竿部分、上部は欠けています。 

人見神社の下にクシだんごを売っていた店があった。この店の老夫婦は非常に信

仰心の深い人で、毎夕古峯神社に御燈明をともしていた。（川名邦五郎記）その燈

明台が、これではないかと思われます。 
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